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Abelson マウス白血病ウイルス (A世MuLV) は癌遺伝子 v-abl を持ち，感染マウスに主としてリンパ系の悪性腫蕩






温度感受性株の作製に使用したウイルス非産生性の A-MuLV 転換株細胞 ANN-1からウイルスゲノムを回収した p
Ann-1 と JCRB 遺伝子パンクから供与を受けた ANN-1由来のウイルスゲノム全長を含むプラスミッド pAB6.1 を野
生株のウイルス源とするとともに塩基配列解析した。
温度感受性株として以前我々の研究室で分離した59-1-24株を用いた。この株は上記の ANN・ 1 細胞にへルパーウ
イルスとして HIX ウイルスを感染させて回収されたウイルスに変異原としてらアザシチジンを用いて突然変異を誘




れた上清を NIH3T3 細胞に感染させたのち，ソフトアガーにまきこみ， 350C と 390Cでのコロニー数の比でみた。また
野生型と温度感受性株の雑種ウイルスを作製し，同様にコロニー形成能の温度差を見た。
[結果]
塩基配列解析を行い温度感受性株には7つの突然変異が発見された。そのうち2つが LTR と gag 部の問の非コード
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NIH3T3 細胞に感染させ， 350C と 390Cの軟寒天培地中でのコロニー形成能の差を検定した。
塩基配列解析の結果温度感受性株に7カ所の突然変異が見られた。 LTR と gag 部の聞に2 カ所， gag 部に 3 カ所， abl 
部に2カ所である。このうち温度感受性に重要と思われるチロシンキナーゼ部位内には566番のアミノ酸のロイシンが
アルギニンに変化している突然変異がみられ，この突然変異を目標に組換えウイルスを作製し，コロニー形成能の温
度感受性を検定した結果この突然変異1カ所で温度感受性を起こしうることがしめされた。
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